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⾃律型⼈材とは
⾃律的とは⾃⼰の信条などに基づいて規範を作り、それに従って判断し⾏動する状態を指します。⾃律型⼈材は指⽰を待つのではなく、⾃ら設定した規範
に基づいて能動的に業務を遂⾏します。⾃⼰を律し、制御する主体性が基礎となります。

「⾃⽴的」「⾃発的」との違い

「⾃律的」は⾃⼰の規範に基づいた⾏動が核⼼です。「⾃⽴的」は独⼒で⾏動する能⼒を、「⾃発的」は指⽰なしに⾃ら進んで⾏動する意志を意味しま
す。これら3つの概念は明確に区別して理解することが重要です。

⾃律型⼈材の価値と判断基準
組織にもたらすメリット

⽣産性と効率の向上：⾃ら⽬標を設定し、最も効果的な⼿段で業務を遂⾏します。1.

イノベーションの創出：主体的な思考により、多様なアイデアを⽣み出します。2.

優秀な⼈材の形成：管理職の負担が軽減され、質の⾼い⼈材が増えます。3.

⾃律的⾏動の判断ポイント

主体的な⽬標設定と⾏動：指⽰を待つのではなく、⾃ら考えて⾏動します。1.

問題発⾒と解決志向：課題を⾃ら発⾒し、解決策を模索します。2.

持続的な成⻑志向：常に⾃⼰の成⻑を⽬指し、新しい知識を習得します。3.

挑戦と失敗からの学習：失敗を恐れずに挑戦し、それを糧にします。4.
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⾃律型⼈材の育成⽅法
⾃律型⼈材の育成には、以下の点が重要です。

⾃らの判断で⾏動する機会の提供（権限委譲など）1.

⽬標設定や課題解決プロセスの経験2.

他者を巻き込む能⼒の育成3.

⾃⼰表現⼒やコミュニケーション能⼒の向上4.

リーダーシップを発揮する機会の提供5.

⾃⼰の⾏動を調整する能⼒の習得6.

挑戦を奨励し、失敗から学ぶ環境づくり7.

⾃律型⼈材の育成⽅法
変化の激しい現代において、企業の持続的な成⻑のためには⾃律型⼈材が不可⽋です。彼らの変化への適応⼒は組織の俊敏性を⾼め、イノベーションを促
進します。⾃律型⼈材の育成は戦略的な投資であり、最も重要な経営資源の⼀つと⾔えるでしょう。


